
事故事例１５（一般乗合）

通過しようと思ったバス停に乗客がいたため強めのブレーキをかけたことによる車内事故
発生日時・天候 ５月２２日（月）９時１５分 曇り

発生場所の状況 一般道 制限速度４０㎞／ｈ 乾燥 幅員（車道）１６メートル

運 転 者 年齢：２８歳 運転歴：２年７月
当 該 車 両 種別：普通 形状：リヤエンジン 乗車定員：６５人 当時：２５人

損 害 軽傷１名

事故概要
当該運転者は、６時１８分に出庫し６回目となる運行中、バス停に接近したが、電柱等で遮

、 、られて乗車待ちの旅客が目に入らなかったことから 時速２０ｋｍで通過しようとしたところ

約１５ｍ手前で待ち客を発見したため、少し強めにブレーキをかけた際、最後列の中央座席に

座っていた５２歳の女性が首を痛めた。

推定原因 要因及び背景 再発防止対策

運転者 運転者

当該運転者の制 バス停付近が電柱で見づらい バス停付近が見づらくなっている

動操作不適切 にもかかわらず、漫然と通常 バス停では、必ず減速する等状況
の速度で通過しようとした。 に見合った安全運転をするよう心

掛ける。

運行管理 運行管理
・運行経路の状況を的確に把 ・運行経路の状況を的確に把握

握した上での具体的な運転者 し、バス停接近時の十分な減速の

指導が十分でなかった。 励行等具体的な運転者指導を行
・過労防止の措置が不適切で う。

あり、所定の拘束時間や運転 ・ヒヤリ・ハット情報を積極的に

時間を超えて乗務させていた 活用し、危険箇所マップ等による
ことがあった。 効果的な運転者指導を行う。

・過労防止のための告示を遵守す

るとともに運転者に対し休息期間
を適切に過ごすよう指導する。

走行環境 走行環境
バス停の直前に数本の電柱等 バス停の移動又は視認性の向上に

が設置されており、乗車待ち ついて検討する。

の旅客が見づらい。

車両構造 車両構造

最後列の中央座席は急制動時 最後列の中央座席に肘掛けを取り

に掴まる場所がない。 付けるかまたは座席を設けないこ
となどを検討する。


